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データのばらつきの評価
データの背後にある物理量の評価
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実験1回目 実験2回目

傾き a ： 系の線形応答、バネ定数、電気伝導度、誘電率、
実験複数回おこなって、aのばらつきを見る
これを1回の実験でももとめられないか→ ベイズ推論



最小二乗法

この二つの違いを数学的に表現したい
傾き a と切片 b は同じだけど，ばらつきが違う



4.1 最小二乗法 (1/2 )

二乗誤差E(a,b)を最小にするようにパラメータをフィット（最小二乗法）

分散：平均： ，

とする場合



4.1 最小二乗法 (2/2 )



4.2 自然科学的視点からの
ベイズ推論の解説 (1/2 )

この二つの違いを数学的に表現したい
傾き a と切片 b は同じだけど，ばらつきが違う
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p Y,a,b( ) = p Y | a,b( ) p a,b( ) = p a,b |Y( ) p Y( )

p a,b |Y( ) =
p Y | a,b( ) p a,b( )

p Y( )
∝ exp −nE a,b( )( ) p a,b( )

＜ベイズの定理＞
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生成（因果律）

p a,b( ) ：事前確率。あらかじめ設定しておく必要がある。
これまで蓄積されてきた科学的知見

p a,b |Y( ) ：事後確率。データが与えられたもとでの，パラメータの確率．

4.2 自然科学的視点からの
ベイズ推論の解説 (2/2 )



4.3 p(a,b|Y)の推定 (1/3)
最小二乗法では手で計算できる



4.3 p(a,b|Y)の推定 (2/3)
最小二乗法では手で計算できる



4.3 p(a,b|Y)の推定 (3/3)
最小二乗法では手で計算できる



4.4 ノイズ分散の推定
ノイズ分散は誤差に比例



4.5 予測分布p(y’|Y)の推定
予測分布の分散は2次関数



4.6 ベイズ的モデル選択
y=axかy=ax+bか?

汎化誤差

y=ax 0.33
y=ax+b 0.40

訓練誤差

y=ax 0.43
y=ax+b 0.34


